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有 機 資 材 の 施 用 が 土 壊 病 原 菌 に 与 え る 影 響

1 白紋羽病 菌の伸長量・ 生存期間について
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種々の有機物を土壌に施用して肥料効果と併せ,土壌伝

染病を防除あるいはその被害を軽減させようとする試みが

以前から行われてきており,一部の上壌病害についてはか

なりの効果が得られていび)。 しかし,有機物なら種類を

問わず土壌病害の防除に有効であるというわけではなく,

またその原因も,土壌の理化学性の変化によるもの,生物

的なものなどが考えられているが,未だ不明な点が多い。

著者 らは, これを解明することが有機物の効果的な使

用法 を確立するうえで必要なことと考え, 本研究に着

手した。

今回は,種々の作物に根腐れを起す自紋羽病菌を対象に
,

有機物を混入した場合の病菌の伸長と生存期間に与える影

響を調査 したので,そ の概要を報告する。

2試 験 方 法

(1)伸長量の調査

直径 1“前後の桑枝を長さ15昴 に切断し試験管に入れて

湿熱滅菌後 ,一端に自紋羽病菌を接種した。これを25℃ に

4日 間保って定着させた後,有機物を混入した土壌に埋没

して25℃ に保持し,2週間後に掘出して桑枝表面の自紋羽

病菌の伸長距離を測定 した。

●)生存期間の調査

桑枝を,太 (直径10耐以上),中 (同 5～ 10赫 )及び細

(同 5綱以下)の 3種に別け,各枝条を長さ 2～ 3術に切

断し,三角フラスコに入れて湿熱滅菌後白紋羽病菌を接種 ,

25℃で15～ 20日 間培養した。自紋羽病菌が桑枝片に充分定

着・侵入したのを確めてから,有機物を混入した土壌に埋

没し,これを25℃ に 2週間及び 4週間保持した後掘出し,

表面に付着した土を軽く水洗 して,25℃ の湿室に保って枝

片の表面に出現する自紋羽病菌の程度を,桑枝の太さ別に

調査した。

なお,供試土壌は沖積土で,こ れに各種の有機物を一定

量混入後,2″入りの蓋付き容器 G彰5× 縦18× 深さ 5昴 )

に充興して試験区とした。

3 試験結果及び考察

有機物混入による,自紋羽病菌の伸長量及び生存期間の

変化を表 1に示した。稲わら堆肥及び苦上石灰 ,確カル
,

熔燐等の化学肥料を除き,ほとんとすべての亀機物が自紋羽

病菌の行動に影響を与えていることが判明した。また,病

菌の伸長を抑制する有機物は同時に生存期間をも短縮して

いる傾向が認められたので,以下,伸長量のみを調査対象

として試験を行った。表2 3は ,有機物の混入量及び 2

種の有機物を混合施用した場合の影響を調査したものである。

稲わら堆肥及び稲わらの単独施用並びにこれらと他有機物

との混合施用の影響については,ま だ不明な点があるが ,

ふすま,大豆粕,油粕,蚕ぶん蚕沙等に顕著な病菌糸の伸

長抑制効果が認められた。特に大豆粕は土壌 2″ 当たり10

′の施用でも有効であり,ま た稲わらや稲わら堆肥と他有

機物との併用により効果が更に高められた例もみられた。

これら有機物の混入による土壌の理化学性及び微生物相

の変化などについても若千の調査を行ったが,特に注目す

べき結果は得られなかった。

表 : 有機物の混入による菌糸の伸長量と生存期間の
変化
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表2 有機物の混入量と菌糸の伸長 (1)

有機物等の種類

表3 有機物の混入量 と菌糸の伸長 (2)

4 ま

① 稲わら,お、すま,大豆粕,油粕, 蚕ぶん蚕沙及び蚕

ぶんは,土壌 2″当たり50夕 あるいはそれ以下の混合量で

自紋羽病菌の伸長量を著しく抑制 し,ま た前 4者は生存期

間をも短縮することが明らかになった。

② 稲わら及び稲わら堆肥と他有機物との併用により病

菌の活動をより効果的に抑制する例も得られた。

なお,自紋羽病菌でみられたこれらの効果が他の土壌病

原菌についてもみられるものか否か ,現在試験を継続して

いる。
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